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成長会話と日常会話の関係性 

 

職場における主なコミュニケーション方法は「会話」です。「会話」は、「日常会話」と

「成長会話」の二つに大きく分けられます。

 

ままずずはは日日常常会会話話でで、、ララポポーールル（（信信頼頼関関係係  
をを構構築築すするる。。  

ララポポーールルがが構構築築さされれるるとと、、部部下下はは「「成成長長会会話話」」をを
受受けけ止止めめややすすくくななりり、、  

目目指指すすべべきき姿姿にに近近づづききややすすくくななるる。。  

「日常会話」で土台を作り、「成長会話」で部下の成長を促す 

目指すべき姿 

日常会話（日々のコミュニケーション）  部下を 

目指すべき姿へ 

導くための土台 

＝ラポール（信頼

関係） 

  

部部下下のの人人柄柄、、性性格格、、考考ええをを知知るる（（現現状状把把握握すするる））

ととととももにに、、部部下下ととのの間間ににララポポーールル（（信信頼頼関関係係））をを

築築くくたためめのの会会話話  

成長会話（成長を促す言葉がけ）  

声声かかけけ、、周周知知ややフフィィーードドババッックク、、指指導導ななどどとといいっっ

たた、、部部下下のの成成長長をを促促すすたためめのの会会話話  

ＭＥＭＯ 
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● コーチングとは 
 

 

 

 

 相手の話に耳を傾け、

心でもって真剣に聴く

姿勢。「相手の言いたい

こと」に関心を持ち共感

の態度で聴く 。  

 
承承認認ススキキルル  

 相手の存在を肯定的に

とらえ、それを言葉に出

して伝える。相手のよい

点を口に出して認める 

こと。  

 
質質問問ススキキルル  

自分の知りたいことを尋

ねる。質問ではなく、相

手の考えを深めさせ、相

手の中にある答えを引き

出す質問をする。 

コーチング時に求められる基本スタンス 

 相手とは上下関係でなく、対等の立場 

 相手と共に目標に向かう 

 常にあたたかい心で相手に関心を持って見守り、成長を心から願う 

傾傾聴聴ススキキルル  

 

 
高めるべき 

三つのスキル 

上記の三つのスキルを実践しましたか？ 

また実践してどのような結果がありましたか？ 
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支配・管理・命令・指示 

従属・服従・無責任・画一 

無個性 

協調・協力・相談・自主 

自立・自律・責任・多様 

個性 

 

コーチングとは 

 

相相手手のの持持っってていいるる可可能能性性をを引引きき出出しし、、自自発発的的なな行行動動をを促促すすここととにによよっってて、、  

そそのの人人のの目目標標やや夢夢のの実実現現ををササポポーートトすするるココミミュュニニケケーーシショョンンススキキルル  

  

◆なぜコーチングが必要とされているのか 

１．時代の変化  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．マネジメントスタイルの変化 

     ・過去の「答え」が適用しにくい時代・・・知識、経験の効用に限界 

     ・組織のフラット化、価値観多様化、情報の拡散・・・「権威」「指示命令」に限界 

 

       ☆「指示命令型マネジメント」から「質問協働型マネジメント」へ 

       ☆「教える」「指示する」から「考えさせ、答えを出させる」上司・指導担当者・ 

先輩へ 

☆ 一般社員も「依存型」から「自主自立型」へ 

 

◆コーチングの基本スタンス 
 

① 相手とは上下関係でなく、平等の立場 

② 相手と共に目標に向かう 

③ 常にあたたかい心で相手に関心をもって見守り、成長を心から願う 

タテ社会 ヨコ社会 

① ひとりひとりの考える力が必要になってきた。 

② ひとりひとりが目標を持ち、達成することで評価される時代になってきた。 

③ コミュニケーションギャップが大きくなってきた。 
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コーチングとカウンセリングやティーチングの違い 

 

■ 指示や助言を与えて相手に答えを与えること            ⇔ 

 

■ これからどうするか『未来に向って「Ｈｏｗ」』が基本テーマ  ⇔  

 

 
 

テ
ィ
ー
チ
ン
グ 

共通点 指導によって相手の能力を高める。 

相違点 
同じ内容を複数のメンバーに教える。 

同時に多数に教えることも可能。 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

共通点 相手の話をよく聴き、質問によって答えを引き出す。 

相違点 
現在の問題の原因は過去にあり、それを見つけ出すことで問題は解決できる 

と考えるスタンス。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーチングを実施する人の条件 
 

コーチングは人間関係を基盤としています。 

人は多かれ少なかれ防衛本能をもっています。自分にとって安全であると感じることが

できなければ本当の自分を正直に表わすことはしません。安心できる、信頼できる人間

関係を結んでいることが必須条件となります。 

 

 

ティーチング 

カウンセリング 

部下指導には、状況に応じてコーチング・ティーチング・ 

カウンセリングを使い分けることが大切です。 

 


